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一

　

　

　

　

　

●

議
案
第
二
十
七
号

三
朝
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
投
直
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次

の

と

お

り

三

朝

町

立

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

設

置

及

び

管

理

に

関

す

る

条

例

を

設

定

す

る

こ

と

に

つ

い

て

'

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
義
会
の
議

決
を
求
め
る
｡

三
朝
町
長
　
安

田

　

　

　

其

　

　

1

　

　

郎

平
成
四
年
三
月
十
一
日

平
成
E
j
警
岩
弐
誇
萎
日
原
寮
可
決

三
羽
町
観
金
級
長
西
村
武
津
具



･

1

　

　

　

　

　

4

三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

(
目
的
)

第
一
粂
　
こ
の
条
例
は
,
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
,
三
朝
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
設
置
)

軍
1
粂
　
町
民
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
な
う
活
動
の
拠
点
と
し
て
'
三
朝
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
以

下

r

福

祉

セ

ン

タ

-

｣

と

い

う

｡

)

を

三

朝

町

大

字

横

手

五

十

番

地

の

四

に

設

定

す

る

｡

　

　

　

､

(
利
用
の
許
可
)

第
三
粂
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
'
町
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
使
用
料
)

第
四
条
　
福
祉
セ
ン
タ
-
の
使
用
料
は
'
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

1
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
部
屋
の
利
用
に
つ
い
て
は
t
 
J
f
料
と
す
る
｡

二
　
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
の
部
屋
の
利
用
及
び
入
浴
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
'
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
'
使
用
料
を
徴
収
す
る
｡

(
使
用
料
の
減
免
)



d'

一

　

　

　

　

●

第
五
条
　
町
長
は
･
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
'
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
'
使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
る
｡

(
管
理
の
委
託
)

第
六
粂
　
町
長
は
,
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
保
全
及
び
利
用
の
許
可
に
関
す
る
事
務
を
三
朝
町
社
会
福
祉
協
集
会
に

委
託
す
る
｡

(
規
則
へ
の
委
任
)

第
七
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
は
か
'
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
'
規
則
で
定
め
る
｡

附

　

則

こ
の
条
例
は
'
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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塞 刎��w��{��ｾ��

p^/A ��ﾉ�ﾂ�

一半 �ｩKﾂ�

日日 �?ｩ?｢�

にに �,�,��本 科' 金 

つつ �,(,"�

きき �*ｸ*ｲ�

ヽ ��"�

〇五 ��ｨﾍﾂ�

○○ ��ｸ�ｲ�

○○ ��ｸ�ｲ�

円円 �阯��

- 辻�過 加 料 

時 �ｨ鰾�

間 亊B�

当 �9b�

り �.��

○ ��ｲ�金 

○ �ｨ�｢�

円 ���

- 辻�占 用 

室 俯｢�

に �,��

つ �,"�

き �*ｲ�

ヽ ��"�料 金 

○ ��ｲ�

○ ��ｲ�

○ ��ｲ�

円 ���

■

　

　

　

　

●

'

　

　

　

　

+

別
表
　
(
第
四
条
関
係
)

T
　
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
の
部
屋
使
用
料

半
日
と
は
'
四
時
間
以
内
の
利
用
を
'
一
日
と
は
'
四
時
間
を
超
え
八
時
間
以
内
の
利
用
を
い
う
｡

追
加
料
金
は
'
半
日
又
は
一
日
を
撃
見
て
利
用
し
た
場
合
の
当
該
撃
t
<
た
時
間
に
対
す
る
使
用
料
金
を
い

う
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
'
利
用
時
間
に
1
時
間
未
済
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
'
こ
れ
を
1
時
間
と
し
て
計

井
す
る
も
の
と
す
る
｡

3
　
小
･
中
学
生
は
半
頼
と
し
､
乳
幼
児
は
無
料
と
す
る
｡

4
　
部
屋
を
占
用
す
る
場
合
は
'
占
用
料
金
を
加
井
す
る
｡



町 剪ｬ 刹� 分 

内 剴� 

に 凾ﾉ 

住 所.. 杏 育 し 剌Z 所 杏 育 

な 凾ｷ 

い 凾� 

者 剋ﾒ 

小 人 ��R��ﾂ�右 吉己 以 外 の 者 刔｢���ｶ��撃��2�,ﾂ��"��"��2��r����屍�W��ｷ��-��惲��ﾂ�

無 料 几��ｾ��

人 ��ﾂ�人 

回 に 弌��,��回 に 

･つ �,"�つ 

き �*ｲ�き 

五 佻ﾂ��｢�- ○ 

○ ��ｲ�一〇 

円 ���円 

儀
3　2 1考

一

　

　

　

　

〇

一

　

　

　

〇

二
　
入
浴
施
設
使
用
料

心
身
辞
書
者
と
は
'
福
祉
関
係
法
令
に
定
め
る
各
種
手
帳
の
所
持
者
を
い
う
｡

小
人
と
は
'
小
･
中
学
生
を
い
う
｡

入
浴
施
設
使
用
料
は
'
乳
幼
児
及
び
部
屋
の
使
用
料
を
支
払
っ
た
者
か
ら
は
徴
収
し
な
い
｡


